
No.128No.128

ණۊ௶ၡ૛ණۊ௶ၡ૛

൨૦ćજۺୌ૫൨૦ćજۺୌ૫

8

2019. 5.１2019. 5.１

和合探訪 …………………………………2
はやぐおっきぐなれの～！ ……………3
よつばっこ通信 …………………………4
わたしが描く和合の里 …………………5
わたしから見た和合の里 ………………5

畑にこんにちは …………………………6
季節の郷土料理 …………………………6
人生100年時代 …………………………7
わごう駐在所 ……………………………7
和合の里INFORMATION………………8

主 な 掲 載 記 事

ા Ƀɜॽଳɤൠ!ࡃਗɩȵޏɂ๨৫ཻय़౰ૺȦ਄ɩɦɘȱȹĊ

൦ હࣾߔᇻఱʇˁʮᇦᅵޏࡼࢾ഍ޏȦާ੓

ȯɦɘȱȹĊ

ᇘ ષɂဦݛɈतɤȹȺɢȠሆਗɈᆊ!ड़ฤĊ

　　　　４月９日（火）第四小学校の体育館で、子ども見守り隊と
小学生との顔合わせ会と、登校班結成式が行われました。
　顔合わせ会では、地域の見守り隊と小学生が対面になって紹介と
あいさつが行われ、阿部斗真さん（６年/大真木）が全校児童を代表
して「毎日見守ってくれてありがとうございます。見守り隊のみな
さんのおかげで、毎日安全に学校に行くことができています。」と
あいさつしました。
　登校班結成式では、各登校班の班長が紹介され、班長を代表して土田結葉さん（６年/廻館）が、校長
先生から登校班の班旗を受け取り「登校班旗を持つという責任をもって、毎日安全にみんなを登校させま
す。」とあいさつしました。

　4 月 10 日（水）、余目第四公民館多目的ホールで、平成 31 年度通常
総会が開催され、事業計画や予算が決定されました。また、役員改選で
は、理事会で協議された次の方々が承認されました。

　4 月 20 日（土）、余目第四公民館にて和合の里を創る会の総会が行
われ、今年度の事業計画や予算等のほか、『和合の里振興計画』や昨年の
大雨を教訓とした『早期避難宣言』についても審議され、原案のとおり
可決されました。 和合の里振興計画では以下の目標が掲げられました。

　これまで庄内町歴史民俗資
料館に展示されていた石器、
砂金掘りの資料、山しごとの
道具、さしこ、さいの神等を展
示しています。和合の里とは
ちょっと違う山所の歴史を知
ることができます。

࠵ʦྪɈᆊ૝ᆧ࡭

๐ކࡅ

編集後記編集後記
　さて、和合の里振興計画が策定され、いよいよ本格始動をむかえます。

計画に沿って、早速今年度から新たに立ち上がる事業や、福祉の面でこれから考えていかなければ
ならない問題も様々あります。少しでも目標とする”里”に近づけていきたいものです。

ࣷ჎ᅰɈሆਗɈᆊɉɃɭɄᆊɅɄɥɁȱɡȠȥĉ

ள ᅰ ജ!「歴史と文化の薫りただよう和合の里」
Ⴈᄆ࿈!「安心・安全でみんながつながり笑顔で暮らす和合の里」ࡊ

ယᄘ်ᄆ࿈

૵āā૭!「ひとり一人が地域に愛着の持てる和合の里」
ဏ૏!「地域の支え合いで楽しく暮らす和合の里」ࣃࠞ
દāāࣞ!「地域資源を活かしてみんながうるおう和合の里」
࣋āāۋ!「子どもから高齢者まで共に学ぶ和合の里」

◆新役員　会　長　齋藤　弘一 （前田野目）
　　　　　副会長　秋庭　勝雄 （南野）、　 関井　　満 （廻館）
　　　　　監　事　石崎　文志 （廻館）、　 本間　俊男 （西袋）
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　平成30年は犯罪・事故ともに平成29年より減少しています。犯罪に関しては、特殊詐欺の被害はありま
せんが、最終通告等のハガキやメール等は後を絶ちません。身に覚えのないものには記載の連絡先に連絡は
絶対にしない、判断がつかない場合は警察に相談してください。
　事故に関しては、国道など大きな道路での発生が多いですが、地区内道路での「慣れ」が原因の事故も発
生しています。日頃から気をつけて犯罪や事故に遭わないようにしましょう。

■人身事故発生状況（平成30年1月1日～12月31日まで）
番号
１
２
３

発生月日
３月31日
４月22日
６月９日

発 生 場 所 事故原因 形 　態 被害程度
南野新田字西割地内町道上  右方確認不十分   軽貨×軽貨  軽　傷
沢新田字錆地内町道上  ブレーキ操作不適     単　独  軽　傷
古関字古館地内町道上  左方確認不十分     軽×軽  軽　傷

■犯罪発生状況（平成30年1月1日～12月31日まで）
番号
１

発生月日
11月16日

発 生 場 所 罪  　 　 名 検挙状況
廻館字館舎地内   詐欺（特殊詐欺ではありません）  捜査中

■物損事故発生状況（平成30年1月1日～12月31日まで）
認知件数

30件 発生場所 廻館９件、南野５件、吉方５件、前田野目２件、返吉２件、主殿新田１件
古関１件、本小野方１件、南野１件、南野新田１件、沢新田１件、西袋１件

庄 内 警 察 署

（第四学区担当）

佐藤  正人

わごう駐在所わごう駐在所第４学区内における
　犯罪発生状況及び
　　　交通事故発生状況

第４学区内における
　犯罪発生状況及び
　　　交通事故発生状況

庄内町保健福祉課長  鈴木 和智

人生100年時代
～笑う門には福来たる！～

‒ 和合のルーツ
　 　ここにあり ! ‒

本小野方 編

和 合
　 探 訪
和合のルーツ和合のルーツ

和 合和 合
　 探 訪　 探 訪
和 合
　 探 訪

◆参考資料

『余目町史』余目町 発行
『十六合史』
　　   十六合地区総合振興協議会 発行
『かたち 匠 高梨四郎』
  社団法人山形県建築士会鶴岡田川支部
　　　　　　　　　　　　　　　  発行

村のはじまり

　祭神は倉稲魂命。大正10年（1921年）に300年祭が行われていることから開村まもなくの創建だと思われ
ます。明治４年（1871年）の記録によると、西小野方村は本小野方の三上神社を名目的な本社としていたよ
うです。

高 梨  四 郎

（明治 35 年 3 月 11 日

　　　～平成 2 年 3 月 9 日）
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日下部 幹夫さん（前田野目）

にこんにちは！畑 季節の郷土料理

　桜の便りを今か今かと待ち
わびていた４月上旬。朝から
気持ちの良い快晴となったこ
の日、お邪魔したのは日下部
幹夫さんのハウスです。
　まだ風が冷たく感じる日で
したが、ハウスの中は暑いく
らいのポカポカ陽気に包まれ
ていました。

　５月２日の八十八夜を過ぎると
種は何を蒔いても大丈夫と昔から
言われているそうで、これからが
畑仕事の本番を迎えます。頑張っ
て育てた野菜を、近所のお母さん
方と贈り合うのが楽しみだとお話
ししてくださいました。

　さて、ハウスに入って最初に目
に付いたのは、プランターに植え
られた立派なイチゴです。（左写
真）この『和合』が発行になる頃
には、きっと大きい真っ赤なイチ
ゴが実っているのではないでしょ
うか。そのほかにも大根や白菜、

ブロッコリーなど冬の野菜の名残もあり、この日は天気が
良かったのでちょうど片付けをしようと思っていたところ
だったそうです。
　また、ハウスの一角には青々とした ほうれん草も顔を
出していました。取材現場
に一緒にいた某氏は「俺は
ほうれん草とは相性が悪
い」などと言っておりまし
たが、幹夫さんは「ほうれ
ん草は、冷蔵庫に入れて芽
を出すと100％おがる！」とアドバイスをおくっていまし
た。そのような知識は『現代農業』から得ているそうです。
　これからどんな野菜を植えるのか尋ねると、じゃがいも
や枝豆（湯あがり娘、秘伝等）、人参、ごぼうなどを挙げ
てくれました。

ĺţଲ੮ෂɈɌɂʋʶăࠎ࿧ȯɭɈĨ௖ࡃĩȦ೧เɁȱȹĻ

草 も ち

もち米……………………4 合
よもぎ……………………75g
あん………………………適量
きな粉……………………適量
重層………………………少々

◆材　料（４人分）

◆作り方
1 もち米はよく洗い、水に浸して一晩お
く。
2 よもぎはたっぷりの湯に、重層を少々入
れて柔らかく茹で、ざるに上げ、水を切
る。
3 2 を水に５分ほどさらし、軽く水気を切
り、細かく刻んでからしっかり絞る。
4 もち米を蒸かし器に入れ、蒸かす。
5 4 が蒸かしあがったら、餅つき機に移し
て、3 のよもぎをパラパラにほぐしてあ
げて、つく。（よもぎがよく混ざるまで）
6 つきあがったら、バットにきな粉を入れ
て餅を移し、適当にちぎって丸くし、広
げた中にあんを入れ包む。

◇ 草餅正月
　春作業の田の耕起期の休日。４月中旬か
ら５月の中旬まで、ヨモギが芽吹く時期に
農作業の中休みに村の区長から正月（休
み）をもらって草餅を食べる休日である。
　草餅は近所や親戚衆に重箱で配って親
睦を深めてきた。草餅正月も昔の季節的な
農作業の臨時休業だった。

出典：『つぐてみねが 遊佐ごっつぉ』
　　　『余目町の民俗 年中行事』

パパとママにインタビュー

はやぐおっきぐなれの～！はやぐおっきぐなれの～！
Q1 名前の由来は？   Q2 今一番の興味やはまってることは？    Q3 最近記憶に残ったエピソードは？
Q4 パパママの失敗談（子育てあるある）     Q5 パパママからのメッセージ

かわいらしく、誠実で裏表のな
い素直な子になってほしいとい
う願いをこめて…。

1

つかまらずに１人で誇
らしげな顔をして立っ
ていたこと。

3

少し目を離したすきに、部
屋がティッシュだらけに!!
ありそうでなかなかなかっ
た状態に笑ってしまいま
した。今しかできないこと
を満喫しています。

3

和風でかわいいと思い、父親
から１文字もらって『千代に
八千代に』のように、長い時
間を強くたくましく生きてほ
しいです。

1

食べること!! 食べたくて食べ
たくてという感じです。上手
に食べてくれてとてもありが
たいのですが、何でもかんで
も口に運んでしまいます。
『ちょっと待った!!』
何度あったかわかりません。

2

どんどんできるようになることも増え、日々の成長が楽しみで
す。お姉ちゃんと仲良く、これからも元気にすくすく育ってね!!

5

目を離したすきに、バッ
グや財布の中身を出さ
れていたこと。

4

離乳食をあげながらの晩ごは
ん。思うより結構しっかり食べ
ていること。
お風呂に入るため、オムツを
取った瞬間･･･。

4

もうすぐ１歳の誕生日♪あっと
いう間に大きくなったね。自分
の足で歩き始めるのが楽しみで
す。これからもみんなで明るく
元気に楽しく過ごそうね♡

5

音の出るおもちゃや絵本に興味があ
ります。はまっていることは引き出
しの中に入っているものを出した
り、入れたりすることです。

2

門脇　永茉ちゃん（前田野目）
え　ま

平成３０年４月２６日生まれ
パパ：巧　ママ：由香里

こう ゆ　か　り

渡部　千代ちゃん（吉方）
ち　よ

平成３０年５月１８日生まれ
パパ：千寛　ママ：恵美子

ち ひろ え　み　こ
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平成３０年５月１８日生まれ
パパ：千寛　ママ：恵美子

ち ひろ え　み　こ



4 5

余目第四幼稚園

よつばっこ通信

　今年度は、新入園児が男の
子11名、女の子11名、計22
名が入園し、全園児41名の
あふれる笑顔で、第四幼稚園
がスタートしました。
　入園式では、一人ひとりが
名前を呼ばれて、「はい！」と
元気に返事ができました。
年長さんは、仲良しペアの新
入園児のお友達に、手作りし
たねこのペンダントをプレゼ
ントし、「これから仲良く遊ぼ
うね」と素敵な優しい合奏♪
も聞かせてくれました。

　昨年度までピンクのバッチをつけていた年長組さんも、水色のバッチがよく似合う素敵な大きい組さんに
なりました。自分たちで考えて、意欲的に、園の生活を作りあげていってほしいという願いのもと、大きい
組さんは、自分のカバンかけのマークを、自分で考えて作りました。そして、自分の好きなところに貼りま
す。『僕のマーク、鳥にする！』『ねこもいいかなー？』『バナナにする！』と、思い思いに考えて、楽し
んでいた子ども達です。
　これからの活動や遊びの場面でも、自分たちで頭を寄せ合って、考えること、失敗してもいいから、やっ
てみることを大事にしていきたいなぁと思っています。大きい組さん！任せたよ！！

余目第四小学校６年生

ɩȹȱȦ࿑ȩሆਗのᆊɩȹȱȦ࿑ȩሆਗのᆊ
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。
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。
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く
さ
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を
ま
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、
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育
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き
、
き
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合
の
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に
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り

ま
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。
皆
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に
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　和
合
の
里
び
と
の
皆
様
に

本
当
に
本
当
に
感
謝
の
日
々

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　ぼくは、明るい子どもが多くて、農業がさかん
な和合の里にしたいです。阿部かめじさんのよう
な、おいしい米や野菜がとれるような、空気がき
れいで、ずっといつまでもあいさつが自まんの元

気いっぱいの子ども達がたく
さんいる和合の里でいてほし
いです。

阿部　斗真【大真木】
とうま

　私は、和合の里が、豊かで田んぼが自まんな
場所にしたいです。理由は、庄内町は田んぼが
多いし、阿部かめじが生まれた里だからです。
　もっと豊にしていくには、ゴミ拾いなど、ボ
ランティアをしていくことです。
私たちもボランティアを心がけ
たいとおもいました。

齋藤　真央【南興屋】
ま  お

　誰でも安心にくらして、特に問題もなく、平和
におだやかに暮らせる街にしたいし、自然も残し
たいです。地域の行事にも参加して、地域の人と
交流をしていきたいです。

　大人になってからも、なる
べくこの地域に残りたいし、
地域をもっと良くしていき、
人口をもっと増やしたいです。

安藤　良馬【小出新田】
りょうま

　私は、学校の一人ひとりが仲間はずれやいじ
めをなくせる和合の里をつくっていきたいです。
高学年なので、自分達がいじめをしないように
しなければなりません。
　二つ目はあいさつです。あい
さつが自まんなので、地域の人
や、家族にしっかりあいさつを
したいなと思います。

門脇　南【連枝】
みなみ

਱༃๱ɜʑʗĜʠȱɘȱȹĊ

先生 「きくらげって言うんだよー」
 「木に生えているんだよー」
M ちゃん「ふーーーん」
先生  「こりこりしておいしいね！」
M ちゃん「今度、加茂水族館に行って調
 　べてくるー！」
先生  「！！…いると、いいね…？」
 　木にって言ったのに…。聞いてなかったなー…笑

ȵɭȵȞȜɈɇ

給食で、きくらげが入っているお汁がでました。

ɩȹȱȥɣॽȹሆਗのᆊɩȹȱȥɣॽȹሆਗのᆊ
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ᇘ ષɂဦݛɈतɤȹȺɢȠሆਗɈᆊ!ड़ฤĊ

　　　　４月９日（火）第四小学校の体育館で、子ども見守り隊と
小学生との顔合わせ会と、登校班結成式が行われました。
　顔合わせ会では、地域の見守り隊と小学生が対面になって紹介と
あいさつが行われ、阿部斗真さん（６年/大真木）が全校児童を代表
して「毎日見守ってくれてありがとうございます。見守り隊のみな
さんのおかげで、毎日安全に学校に行くことができています。」と
あいさつしました。
　登校班結成式では、各登校班の班長が紹介され、班長を代表して土田結葉さん（６年/廻館）が、校長
先生から登校班の班旗を受け取り「登校班旗を持つという責任をもって、毎日安全にみんなを登校させま
す。」とあいさつしました。

　4 月 10 日（水）、余目第四公民館多目的ホールで、平成 31 年度通常
総会が開催され、事業計画や予算が決定されました。また、役員改選で
は、理事会で協議された次の方々が承認されました。

　4 月 20 日（土）、余目第四公民館にて和合の里を創る会の総会が行
われ、今年度の事業計画や予算等のほか、『和合の里振興計画』や昨年の
大雨を教訓とした『早期避難宣言』についても審議され、原案のとおり
可決されました。 和合の里振興計画では以下の目標が掲げられました。

　これまで庄内町歴史民俗資
料館に展示されていた石器、
砂金掘りの資料、山しごとの
道具、さしこ、さいの神等を展
示しています。和合の里とは
ちょっと違う山所の歴史を知
ることができます。

࠵ʦྪɈᆊ૝ᆧ࡭

๐ކࡅ

編集後記編集後記
　さて、和合の里振興計画が策定され、いよいよ本格始動をむかえます。

計画に沿って、早速今年度から新たに立ち上がる事業や、福祉の面でこれから考えていかなければ
ならない問題も様々あります。少しでも目標とする”里”に近づけていきたいものです。

ࣷ჎ᅰɈሆਗɈᆊɉɃɭɄᆊɅɄɥɁȱɡȠȥĉ

ள ᅰ ജ!「歴史と文化の薫りただよう和合の里」
Ⴈᄆ࿈!「安心・安全でみんながつながり笑顔で暮らす和合の里」ࡊ

ယᄘ်ᄆ࿈

૵āā૭!「ひとり一人が地域に愛着の持てる和合の里」
ဏ૏!「地域の支え合いで楽しく暮らす和合の里」ࣃࠞ
દāāࣞ!「地域資源を活かしてみんながうるおう和合の里」
࣋āāۋ!「子どもから高齢者まで共に学ぶ和合の里」

◆新役員　会　長　齋藤　弘一 （前田野目）
　　　　　副会長　秋庭　勝雄 （南野）、　 関井　　満 （廻館）
　　　　　監　事　石崎　文志 （廻館）、　 本間　俊男 （西袋）


